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令和３年度 次世代地域公共交通ビジョン推進委員会 議事概要

Ⅰ 日時 令和３年９月３日（金）午前１１時３５分～１２時３０分

Ⅱ 場所 徳島県庁１０階 大会議室

Ⅲ 出席者 委員１３名中１２名出席

Ⅳ 議題

（１）公共交通事業者の現状

（２）ビジョン策定後の取組み

【配布資料】

・次第

・配席図

・出席者名簿

・次世代地域公共交通ビジョン推進員会設置要綱

・【資料】次世代地域公共交通ビジョンに基づく取組み

Ⅴ 議事概要

（１）公共交通事業者の現状

（委員長）

せっかくの機会ですので、事務局の説明の前に、交通事業者から現状について報告

いただければと思います。

（委員）

「新型コロナウイルス感染症の影響」と題している資料について、棒グラフは運輸

取扱収入のうち普通収入（定期収入以外の収入）の推移を示したものです。赤色の折

れ線グラフが対２０１９年同月比を示しています。２０１９年の１２月までは、対前

年度同期比で９９％と推移していましたが、２０２０年１月から、新型コロナウイル

ス感染症の影響が出始め、全国に緊急事態宣言が発出された４月が一番底で、対前年

比が１４％まで落ち込みました。それ以降、第２波などの影響も受けましたが、秋口

にはＧｏＴｏキャンペーン等もあり、一時回復しました。しかし、年間を通じて、感

染症の影響に翻弄される１年と言えると思います。

決算で言えば、単体で▲８３億円で、対前年同期と比べると６２億円の悪化となり、

会社発足以来の最低の数字となっています。輸送人員で見ると、定期が対前年比で８

９．４％、普通収入が前年比５１．６％で、定期は一定の利用を保っているものの、

定期外については、不要不急の外出自粛、テレワークやリモート会議等の浸透、当社

で言えば、都市間の輸送におけるビジネス利用、加えて観光需要が、非常に大きく減

少した理由と考えています。また、生活様式の変化により、夜間の日を跨ぐような列
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車は非常に利用が減っています。

２０２１年度に関しても、３回目の緊急事態宣言が発出され、５月、ゴールデンウ

ィークは稼ぎ時ですが、２０１９年対比２８％と非常に厳しい状況が続いており、前

年と比べると若干持ち直した感がありますが、新型コロナ感染症の拡大前と比べると、

７月でも４２％に止まっているという状況が続いています。

当面の取組みとして、感染症対策としては、業界別のガイドラインに沿った形でア

ルコール消毒液やアクリル板、混雑状況のお知らせ。社員に対しては、体調の管理、

職域接種の推進。クラスターになってしまうと肝心の列車が動かなくなるので、そこ

はしっかりと対策をして、公共交通機関としての役割を果たせるよう取り組んでいる

ところです。

資料の下の方は、長期経営ビジョン２０３０、中期経営計画２０２５の概要で、国

の支援の下、２０２５年度には単体で３億円の黒字を目指すという計画になっていま

す。コロナの収束が見えない状況で、非常に厳しい目標ですが、当社としては最大限

の経営努力をしていくというお約束と、もう一つは、そうは言っても当社単独では対

処できない課題については、関係者の皆様の御理解と御協力を得て、何とか解決に向

けて努力していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

（委員）

コロナの状況を中心に、徳島バスの実績数値で報告します。

２０２０年度の実績ですが、高速バスの運送収入は、１９年度比２５．１％の４億

２，１００万円。一般路線バスは１９年度比６６．５％の５億８，３００万円。貸切

りバスは２７．１％の１億１，８００万円でした。

２０２１年度の高速バスについては、昨年５月はほぼ全便運休していたので、昨年

よりは増加していますが、２０１９年度と比べると大方２割から３割という状況です。

８月３１日に徳島新聞に掲載されたＪＲ四国バスの７月の乗車人数も、共同運行会社

を含めて２０１９年度比で６３．０％減とありましたので、高速バスは概ね７割減で

動いているところです。

路線バスについては、やや回復傾向にありますが、２０１９年度比６割程度で推移

しています。内訳としては、定期券、回数券は２０１９年度比８割程度まで回復して

いますが、社内収入は５割に満たないという状況です。高校生は定期券を買って動い

ているけれども、日中の市民の動きは半減しているいうのが実態です。貸切バスにつ

いては、見るも無残な状況です。

こうした厳しい状況の中、今まで無かった取組みとして、徳島バスでは、運行本数

が減った高速バス、貸切バスの運転手に路線バスも運転をしてもらうことで、効率的

な要員体制にしました。この結果、運転手の数を採用抑制し、１年間で１２名減らし

ました。本来的には、運転手不足の中、事業を回復するときに運転手を探すのは難し

いので、維持したいところですが、難しい状況です。

一方で、高速バス、観光バスの運行本数が減り、時間外手当の削減などにより、２

０２０年度の運転手の平均支給給与は月平均で前年度比２８，０００円減という状況

です。今年度は運行本数がやや回復し、４月から７月までの平均給与は２０１９年度
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比２３，０００円、去年と比べたら５，０００円回復していますが、運転手の家計事

情も厳しい状況にあります。

高速バスの大阪線は、現在平日が所定ダイヤ２３往復のところ１０往復、金土休日

は２７往復のところ１７往復運行しています。今後も需要動向を見ながら柔軟に運行

本数の設定を行います。お客様にはご迷惑をおかけしますが、おおむね２週間前程度

にダイヤを設定してお知らせしているという状況です。

貸切バスは、今般５波の影響を受け、９月１０月の遠足、修学旅行が延期になって

いる状況にあり、業界にとっては、またかというのが率直な感想です。徳島県独自の

支援として、貸切バスの定員の半数を超える団体の場合、感染防止対策として２台目

の運賃を県が負担する制度がありましたが、現在予算を使い切っています。この支援

は、もちろんお金もありがたいですが、仕事を増やす効果がありますから、運転手の

モラルであったり、運転技能を維持する上で大変有意義な仕組みであり、中小企業者

が多い観光バス会社にとっては、この支援をぜひ継続いただきたいということは、昨

日、バス協会会長として知事にお願いしたところです。

中期的な課題として、昨年度は、バス情報のオープンデータ化やＪＲとの乗り継ぎ

拠点へのデジタルサイネージの整備、牟岐線のパターンダイヤに対応するバスダイヤ

などを色々進めてきました。今後、ＪＲ四国との連携が非常に重要だと思っています

ので、ＭａａＳにつながる取組やＤＸを進めなければならないと思っています。

ただ、非常に難しいのは、ＪＲ四国と私どもは経営資本が違うことと、徳島県は交

通系ＩＣカードが全国唯一使えない県ですから、ここをどう解決していくかについて

は、せっかく全国一遅れていますので、技術の進歩があれば全国一進めるチャンスに

あると思っています。そこをどう乗り越えて利便性を向上させるかについては、県が

努力をされて、今まで仲が悪かった両者を引っ張り出していただいておりますから、

是非とも引き続き実のある議論ができるよう、御協力をお願いしたいと思います。

（委員）

タクシー業界においては、徳島県抽出５社平均をとって営業収入を調べています。

昨年度は、３月から影響が出始め、昨年の５月には前年度に比べて３３．５％まで売

上げが落ちました。それからは５０％、６０％でいっていましたが、感染者が増えた

８月には５０％を切りました。徐々に６５％まで上がってきていましたが、今年の５

月には５０％を切りました。７月で６２％と上がってきていますが、８月後半からの

時短で、夜間に１万５，０００円の売上げだったのが今５，０００円あるかないかに

なっています。

１か月で５０％落ちたらという県の補助が前もあったのですが、月の初めから終わ

りまでという計算ではなく、中途から中途まで時短になるので、それでは結局５０％

を切りにくい事業者が多くなっています。飲食店は１日いくらと出ますが、今回であ

れば８月２７日からとなり、８月はだいぶ上がっていたが、それが後半の１週間くら

いでガタッと落ちても５０％まで落ちるかどうかという難しいところがあるので、そ

れを考慮に入れて補助制度をしてほしいと思います。
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（委員）

上勝町の有償ボランティアタクシーの状況として、人流は確かに抑制されています

ので、余暇に関する動きは減っていますが、高齢者の買い物、病院、日常生活に必須

な動きに関しては変化がないので、有償ボランティアタクシーとしては稼働はありま

す。特に今年度に入り、町内のワクチン接種をされる方の移動として、行政から受託

を受け、ワクチンは町民に受けて下さいと言っていますが、接種会場まで行けない方

の移動の確保で貢献しておりました。小さい町でも、ワクチンの移動に関してはすご

い翻弄されて、４月から始まり９月まで、高齢者だけでなく若い方も何らかの理由で

免許を持っていない方もいらっしゃるので、そういった方のフォローにまわっていま

した。それがあったので、逆にコロナのせいで忙しかったという現実があります。

担い手不足の点も色々お話されることもあると思いますが、上勝町内の方でも、一

番最初平成１６年に有償ボランティア制度が始まって、その時登録していた町民の運

転手はもう上限年齢に達して、引退した方がほとんどです。若い子たち、特に移住者

の皆さんに登録いただけるように、世代交代を確実に行うことが現在はできています

ので、報告します。それに関して行政の支援をたくさん頂いており、有償ボランティ

アタクシーの運転手になるために１種免許の方で、鳴門教習所に講習を受けに行くこ

とに関しても、講習費用も行政に出していただいていますし、運送する、稼働すると

きに必須な保険に関しては、これまで運転手個人の任意保険に頼っていたところを、

事業所が代表して入る保険、額的には高いが、昨年から行政の御理解を得て出してい

ただけるようになりましたので、より運転手の方が参加しやすい体制をとっていただ

けているのではないかと感じています。

（２）ビジョン策定後の取組み

事務局より説明

【意見交換】

（委員長）

委員会は、ビジョンの取組み状況の検証と施策のブラッシュアップを図っていくた

めの組織となっております。ご質問、ご意見、ご提案などあれば発言をお願いします。

（委員）

処方箋３のオープンデータ化について、最近はコロナで減っていますが、観光協会

では、徳島の地理感覚がない人からどうやって行けばいいのかの問い合わせが、今の

時代でも電話で１０件、２０件来ています。ＤＸを見据えた上で、データを活用した

案内が、リアルとＤＸの併用という形で取り組んでいけているというのは、非常に効

果があり、また、観光事業者を含め、ネット上で出てこない所に、お客さんも地元に

住んでいる人の利用が進まないことを改めて再認識しながら、デジタル上での露出度

を高める必要を今後ともしっかり進めていただきたいと思いました。
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（委員）

徳島県におかれては、ビジョンに基づく取組を細部までとりまとめられており、し

っかり努力いただいていることが伝わってきました。

１３ページのＪＲ四国の時刻表に、並行バス路線の乗換え情報を掲載している取組

については、四国全域で実施していただいておりますが、これは、本来鉄道の運行本

数がもう少しあればいいところを、「実は並行して走るバスがあるのでそちらもお使

いいただけますよ」とお伝えていただいているものと理解しています。交通サービス

が疎密なエリアにおいて、交通サービス全体をどう維持していくかという観点では、

本当にありがたい視点で、国交省でも大変評価しています。このように、公共交通を

使う前の情報提供には、かなりご尽力いただいているところですが、実際に公共交通

を使う際のサービス、すなわち、運賃、ハード面、時間面での乗継ぎ抵抗や決済ツー

ルなどについても今後考えていくことが重要だと思います。

この点、地域公共交通活性化再生法に基づく法定事業の中で、ダイヤや運賃面につ

いて細かなサービス調整を行うことも不可能ではなくなっていますので、引き続き、

公共交通の利便性のブラッシュアップについて、色んな知恵を出し合えればいいのか

なと思いました。

先進的な取組を様々に講じていただいていており、本当に感謝しています。

（委員）

高校生や学校からの意見ではなく、個人的な意見として、私はＪＲの観光列車とか

には乗りますが、日頃は自家用車の移動で、公共交通機関をほぼ使わない状況です。

今年初めて委員になり、こんなに公共交通機関が便利になっているというか、住まい

が徳島市内なので使うことはないですが、ちょっと行くときに、車じゃ無くてＪＲを

使ったり、バスを使ったりしてもいいんじゃないかないう気持ちに、今させられたと

ころです。今、たちまち使っている人が便利になるというのも大事だと思いますが、

ＪＲを使うことを考えない私たちのような者に対して、公共交通機関も、すごく便利

になっているというのを、私が興味が無かったから知らなかっただけで、県職員とし

て恥ずかしいのですが、使っていなかった人に使っていただくというのも必要ではな

いかと思いました。

（委員長）

モビリティマネージメントといいますが、そういう方向も大事かもしれません。

（委員）

すごく取組みが進んでいて、オープンデータ化とかは、特に見える形で分かりやす

くできているのですごくよいと思いました。１５ページの松茂町のコミュニティバス

について、先日、徳島新聞で特集されていたと思いますが、誰でも乗れるように変更

され、すごく利便性が向上されたと書かれていたのですが、一方で、今まで利用して

いた方が、前は家の前まで来たけど、乗る所が変更になりそこまで行くのにすごく遠

くなったとか、通院とか買い物で使う際に少し不便になったということも書かれてい
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たので、利用されている方の意見を今後も聞きながら、反映していただけたらと思い

ました。

（委員長）

利用者の声を反映させた計画を作成し、オープンデータの方でも施策を反映したも

のとしていただけたらと思います。

（委員）

とても前向きな取組が進んでいるというのが感想です。いわゆるサービスの向上の

面から、トータルでの向上につながるようなことをやっていければと思います。環境

整備も含めて、それから乗り継ぎの利便性の向上とか、共通運賃の乗車券の問題とか、

トータルで利用者の利便性が上がることをやっていって、成功事例を１つ作っていく

と、それがどんどん広がるのではないかと思います。例えば小松島の利便性の向上、

バスとＪＲとそれから環境整備も進めると思うので、もう一歩さらに上を目指してい

く。今まで利用しなかった人も利用したいというふうにつながると思いますので、し

っかりとやっていただけたらと思います。

（委員長）

成功事例は非常に大事です。

（委員）

これまで公共交通というのは、いろんな事情があって利用者が減り、それにより便

数とか路線も縮小されて、また利用者が減るという負のスパイラルに陥っていたとい

う感があります。これでは維持できないということで、皆様の知恵をいただき、モー

ダルミックスやＤＸなど色んな手法を使いながら、このサービスをいかに維持してい

くかというのが大切であると思っています。

今、国を挙げて３０年後の２０５０年のカーボンニュートラルに向けての取組が進

んでいます。公共交通は、グリーン社会を目指すＧＸを推進する重要な担い手です。

また、ＭａａＳなど技術革新のＤＸ、これと併せて２つのＸ（エックス）を用いて、

経済と環境の好循環を目指して、なおかつ公共交通のサービスを維持していくことが

大変重要と考えています。県としても、こうした点に取り組んで参りたいと考えてい

ますので、御協力をよろしくお願いします。

（委員）

今、デマンド交通含め、新しい地域交通が立ち上がり始めているというのが、私自

身も肌感覚として持っていますので、行政中心に出していく新しい交通サービスに必

要なフィードバックを、私も交通従事者として話をさせていただければと思います。

カーボンニュートラルの観点でも公共交通を変えていかないといけないというのは

そのとおりで、これはビジネスの観点でも実はタクシー業界に関しても、ＬＰＧのエ

ンジンのタクシーが、まだたくさん走っていますが、燃料の充填場が少なくなってき
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ています。インフラ側が保たなくなってきています。一方で、カーボンニュートラル

の観点で電気自動車を入れようとしたところで、設備投資ができる予算を持っていな

い事業者が非常に多い状況です。もう少し社会全体でどういう方針で進めていくかと

いうことを含めて議論に参加させていただきたいと思いますので、引き続きよろしく

お願いします。

（委員長）

本日の意見などを踏まえて、今後の施策に反映いただければと思います。本日の議

題はこれで終了とさせていただきます。

－以上－


